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研究成果の概要（和文）： 本研究では、血管障害患者への看護に従事する看護師を血管看護師とし、看護実践
の実態、役割の期待、備えるべき技能について、文献検討、血管診療に従事する医師・看護師を対象とした質問
紙調査、フォーカスグループディスカッションなどから多角的に捉え、36モジュールからなる血管看護のオンラ
イン教材と、下肢血流評価に関する実践研修プログラムを開発した。これらの教材とプラグラムの活用と評価は
今後も継続して効果を実証する必要があるが、血管看護のコンピテンシーを整理し、専門性の基盤となる知識・
技術を示した。

研究成果の概要（英文）：We conducted three research steps. The first was investigation of published 
textbooks on vascular nursing:VN and the survey of VN practice. Based on vascular surgeon's and 
vascular nurse's replies, we identified thirty-six items which vascular nurses should to acquire. It
 was thought that there was gradual level from fundamental to advance in knowledge and skill for VN.
The second was development of 36 education module. Whole education system is consist of online 
course materials and practice training of ABI measurement. We focused on the basic competency of 
vascular nurse as a generalist. Those online course is available for free on our website. The ABI 
training program was delivered to small groups of nurses or nursing students.
The third is experimental study utilizing the education course and evaluating nursing practice. This
 project has been undergoing. The efficacy of new developed education system and contribution for 
vascular patient outcome could be accumulated in the future.

研究分野：老年看護学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究では、血管看護師には、脈管解剖と病歴聴取、身体診査についての知識と血流評価、圧迫療法、創傷管
理技術が求められることを明らかにし、この教材・教育プログラムを開発した。血管看護師は、上記技能を有
し、ケアを提供しながら、患者成果を高められるよう、療養に必要な情報を提供し、意思決定を支援する看護専
門職であると示した。また、その専門性は、必ずしも医行為のような高度な技術によって規定されるものではな
く、看護学的なアプローチによるものであり、このことを血管診療にあたる医師・看護師で合意する機会を多く
もたらしたことが最も意義深いと考える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
1）血管障害患者の診断・治療・評価の多様化 
血管看護（Vascular Nursing）とは、腹部大動脈、四肢動脈、頸動脈などの瘤や狭窄、静脈

の瘤や灌流不全、リンパの異常、血液凝固異常などの多様な患者を対象とする看護専門領域で
ある。近年、血管障害患者の診断・治療方法は多様化し、低侵襲を指向することで多くの患者
へ適用を拡げた。同時にその成果指標も多様化し、無侵襲診断法による血管機能検査、歩行機
能検査、ABI（足関節上腕血圧比）などの客観的評価法や QOL 測定を通して得られる患者の
主観的な心理社会的状態も利用されるようになり、看護師がこれらの評価に関わる可能性が増
えている。 
2）リスク低減療法と看護ケア 
下肢閉塞性動脈硬化症の診断・治療指針（TASC 及び TASCII）は、療養管理におけるリス

ク低減療法、これに関連した生活療法、運動機能の維持改善を推奨している。リスク低減療法
に関する末梢血管、心血管疾患患者を対象としたいくつかの無作為化抽出試験では、看護師に
よる外来指導を追加して実施することにより、従来の医師を主とした療養管理のみを受けた患
者に比べて、服薬コンプライアンス、収縮期血圧値、LDL 値、禁煙に対し効果的であると示
されており、血管看護領域での看護師の役割が期待されている。 
3）英米における血管看護と患者アセスメント方法の発展 
英国の医療アクセスの改善や専門外来への効率的な照会を目的として家庭医と協働するナー 

ス・クリニック、米国の医療費抑制やへき地医療を背景に、様々な専門領域の医療従事者が部
門や施設を横断して機能するバスキュラー・ラボラトリーやバスキュラー・チームによる血管
看護の実践（急性期の患者管理、慢性療養期の疼痛管理、在宅療養での創傷ケア、凝固機能と
服薬管理、運動指導等）がこの 30 年間に報告されている。患者アセスメントでは、リスクに
関する詳細な把握、早期発見による肢切断の回避、動静脈、神経障害等の原因鑑別、無症候性
の病態など血管看護特有方法を含むことで、患者成果の改善に有効であると示されている。 
4）血管障害患者のアセスメントにおける看護師の役割 
わが国の特定行為に係る看護師の研修制度（平成 27 年 10 月施行）に至る過程では、術後

下肢血管のドップラー検査、下肢血管の超音波検査、血流評価（ABI,PWV,SPP）が B1、2（特
定医行為）、C（一般の医行為）に分類された。定められた手順、病態確認を前提としながらも、
行為自体は侵襲が高くなく学会や院内研修での対応で実施可能との意見が付記された。本邦で
は、多職種協働医療チームと看護師の役割拡大の観点から、看護基礎教育では修得していない
下肢血流評価技術について、卒後継続教育として対応が求められている状況となっている。 
 
２．研究の目的 
（1）血管看護師に求められる知識・技能、現在提供されている血管看護の実態について明

らかにする。（2）血管看護師の教育モジュール、実践教育プログラムを開発する。（3）開発し
た教育モジュールを用い、看護師及び看護学生を対象に研修を実施し、知識や技術の修得につ
いて確認し、教育モジュールを評価することが目的である。また、血管看護に従事する看護師
の交流を通じて、技術や意欲の向上を図り、学術活動を推進する。 

 
３．研究の方法 
研究目的に対応し、研究段階を第 1 ステップ〔調査〕、第 2 ステップ〔開発〕、第 3 ステ

ップ〔実践〕とし、文献・情報検索による検討、質問紙やディスカッションを用いた全国調査
を実施し、これらの結果を踏まえて教育モジュール、包括的下肢血流評価方法研修プログラム
を開発した。実績ごとに研究成果として示す。 
 
４．研究成果 
（１）血管看護師に求められる技能に関する文献検討 
①“Vascular Nursing”をタイトルに含む書籍に収載された項目について 
血管看護の教科書としての書籍は日本語では存在しない。

現時点では循環器疾患及びその看護方法として出版されて
いる。英語では（vascular nursing）を標題にした書籍が 5
冊あり、その収載内容を網羅的に収集し 32 項目の内容が含
むことが明らかとなった 1～５）。 
これに、実際の血管障害患者の看護で提供されている「関

連病態の看護」、「無侵襲診断法」、「老年看護学技術」、「保
健指導」、「看護管理」を加えた 37 項目を血管看護に関する
教材を構成する候補とした。（図 1） 

 
②血管看護の対象と血管看護師のコンピテンシーについて 
 血管看護に関する学術団体として、Web 検索や関連団体
からのリンクを通じて、米、加、英、豪・新に 4 団体が確
認できた。最も権威があり、充実しているのは米国 Society 

図 1 血管看護に求められる知識・技能 



for Vascular Nursing であり、学術誌が年 4 回発行さ
れ血管看護の主たる発表の場となっている。Journal 
of Vascular Nursing に 収 載 さ れ た 69 論 文
（2009-2013 年）では、介入研究が最も多く、総説、
量的データ分析に基づく研究報告が続き、看護研究
としてのエビデンスの集積を確認できた。2013 年の
論文タイトルからは、血管看護実践の対象や研究方
法の多様さが明らかとなった。 
 また、vascular、nursing、nurse、role をキーワー
ドとし、検索エンジン EBSCO を用い、CINAHL、
Medline をデータベースとして検索すると、様々な
報告があった。タイトル及び抄録から分類すると、
創傷ケア疼痛管理などケア技術に関するもの、糖尿
病や高血圧症のコントロールなどリスク低減、禁煙
や栄養、心理的支援を含めた生活スタイルの変更に関
するもの、制度や診療体制などの環境に関するものがあった（図２） 
先の SVN は、Scope and Standards of Vascular Nursing Practice のなかで、血管看護の実践

について一般（ジェネラリストとして）と、高度実践に分けてその原則と規範を示していた６）。
血管看護は糖尿病看護や他のサブスペシャリティと同様に、血管障害患者特有の健康問題に対
して、看護師として専門的技能を提供するだけでなく、自律性を以て役割を果たす看護専門分
野であることが示されている。同時に、血管看護の実践は、ジェネラリストとしての基本的な
部分と、高度実践とされるような段階的な水準があると解釈できる（図３、図４）これらは、
日本において血管看護師の実践基準やコンピテンシーを検討する上で重要な示唆となるものと
考えられた。 

 
 
 
 
③看護師の超音波診断法の活用に関する文献検討 
“ultrasonography”を検索語とし、検索エンジン EBSCO、データベース CINAHL を用いた機

械検索では 43 件がヒットした。抄録により血管看護、注射、創傷ケア、心臓ケア、呼吸ケア
等の 10 に分類した。最終的に、血管看護に該当すると考えられた 7 件、創傷ケア 3 件のうち
の 1 件を検討した。 
エコーを用いた観察対象は、i 頸動脈内膜中膜肥厚、ii 大腿動脈内膜中膜肥厚と断面積、iiiABI、

ivDVT に関連した下肢静脈、ｖABI と CEAP 分類、vi 下大静脈径であった。血管看護におい
て、エコーは、リスク評価、予防プログラムの評価、病態・身体機能のアセスメント、治療適
応の判断、疾病管理の手法として用いられていた。 

 
（２）血管看護師に求められる技能に関する全国調査 
①求められる技術・知識に関する実態調査 
血管障害患者の診療における看護の実態や課題を明らかにするために、日本血管外科学会認定
血管内治療医 275 名とその所属機関の看護師を対象とした調査を実施した。郵送法による質問
紙自記式調査法により、文書による説明に承諾・同意を得られた対象から個別に郵送返送され
た。内容は血管障害患者への看護ケアの提供状況、血管看護師の勤務状況、血管看護師に求め
られる技能、専門的血管看護の提供に求められることの自由記載からなる。調査期間は平成 28
年 12 月から平成 29 年 1 月で、回収状況は医師 68 人（25.4％）、看護師 40 人（22.1％）であ

図２ 論文検索結果からみた血管看護のひろがり 

図３ 血管看護師の標準的実践基準 

ANA Scope and Standards of Vascular Nursing Practice 

図４ 血管看護師の専門的実践基準 

ANA Scope and Standards of Vascular Nursing Practice 



った。 
血管障害患者の診療に特別な役割がある看護師が

いると回答した医師は 33 人（48.5％）で、その看護
師が診療部門・勤務場所を超えて横断的な勤務をし
ていると回答したのは、14 人（28.0％）であった。  
血管診療に特別な役割を果たしている看護師の背

景として、皮膚排泄創傷認定看護師（WOC）、弾性
ストッキングコンダクター、糖尿病認定看護師、血
管診療技師（CVT）があがった一方で、不明、特に
資格はないという回答が過半数あった。（図５） 
病歴聴取、検査説明、服薬指導など 12 の行為に

ついて、入院及び外来での現状と今後の課題につい
て尋ねた質問では、現状で不足しており、質・量と
もに充実が必要であるとされたのは、入院-フット
ケア、入院-創傷処置、入院-身体診査、入院-病歴
聴取、外来-フットケア、外来-創傷処置であった。
入院-服薬指導、外来-無侵襲診断、外来-検査説明、
入院-介護保険関係については、「現状でよい」とす
る回答が多く、看護師以外の薬剤師、臨床検査技師、
介護支援専門員、MSW の協働の様子が伺えた。 
血管診療に特別な役割を果たす看護師に望まれる

技術水準を、脈管の解剖、圧迫療法技術など第 1 ス
テップで抽出された 32 項目について、「熟知・熟練
している」「実施できる」「理解できる専門的知識が
ある」「なくてもよい」の 4 段階リカート法で尋ねた。
医師と看護師の回答の傾向は概ね似ていたが、総じ
て看護師が医師に比べて高い水準を回答していた。
医師・看護師共に「熟知・熟練」の回答が高かった
のは、「術後患者の看護」「創傷・潰瘍の管理」「圧迫
療法」「脈管解剖」「病歴聴取」「身体診査」であった。
（図６） 

 
②血管看護師の役割充実に求められることについて
の意見聴取 
 上述の全国調査の内、血管看護師の役割充実のた
めに求められる事柄に対する自由記述を内容分析に
したところ、「医療制度」「働き方」「専門性」という
３つのキーワードが抽出された（図 7）。本研究が目
的としている教育モジュール作成は、このうち専門
性の「教育の機会」、「知識」、「技術」にアプローチ
するものと位置づけた。教材内容は、質問紙調査に
基づいて要求の高いものとし、勤務場所によって異
なる役割に対応するためのモジュール型で選択でき
るようにし、オンラインで自己学習するものと、実
践的に対面でトレーニングするプログラムとに区別
した。 
 
（３）血管看護師に求められる技能に関する聞き取

り調査 
①血管看護師が提供する看護に関する質的記述的研
究 
第 1 回血管看護研究会参加者 20 名（４グループ）

による A 血管看護だと思われる看護行為、B 血管
看護に必要な技術、C 血管看護を充実させるために
望むことに関するフォーカスグループディスカッシ
ョンで書き出された 152 枚の紙片の内容分析により、
血管看護師が提供している技術には、血流・痛み・
皮膚・創傷の評価、圧迫療法・創傷管理技術、食事
や運動を含めた生活指導、関連する疾患の看護があ
り、それらの技術を駆使して再発や悪化の予防をし
たり、対象の背景や併存疾患を考慮した患者指導を
するもので、血管看護師として求められるコンピテ

図５ 回答者の血管看護従事状況 

図６ 血管看護師に求められる技能 

図７ 血管看護師の役割充実に求められること 

図８ 血管看護師が提供する看護 



ンシーとして患者関係の構築や他部門との連携などがあるとされていた。 
②血管看護で専門的役割を果たしている看護師を対象としたインタビュー調査 
 対象が高度実践を伴う血管看護に従事している 2 名であり、今後血管看護領域での高度実践
について検討する資料とすることとした。 
 
第 2 ステップ〔開発〕 
（４）血管看護師教育に関する教材開発 
 第1ステップでの血管看護師に求められ
る技能を基に、最終的には 36 モジュール
の教材構成とした。平成 31 年 1 月より 11
モジュールについて公開しており、ユーザ
ー登録により無料で誰でも利用可能とな
っている。教材については Web サイトで
確 認 で き る （ 表 ２ ）   
（http://plaza.umin.ac.jp/~jvasn/）。 
（５）血管看護における下肢血流評価の実
践教育方法の開発 
 EQuIP 測定方法に準じた ABI 測定方法
を講義と実技で提供するプログラムを開
発した。既に平成 30 年 1 月看護師対象（5 名）、平成 31 年 1 月看護学生対象（114 名）に実施
した。受講生全員が ABI 測定を修得したが、オンライン教材と併せて利用することの意義を今
後検討する必要がある。 
 
第 3 ステップ〔実践〕 
（６）オンライン教育モジュールの提供 
教材の追加、活用方法と活用成果についての評価は今後継続して行う必要がある。 

（７）血管看護の教育・学術活動の促進 
①日本血管看護研究会の年次大会の企画、開催 
研究代表者は 2015 年代表世話人として日本血管看護研究会を設立し、第 2～4 回日本血管看

護研究会を企画、運営し、学術的交流を図ってきた。研究会抄録、並びに研究会誌は，2019
年より国立研究開発法人 科学技術振興機構 J-GLOBAL データベースに収載されることとな
った。 
②血管看護に従事する看護師の全国ネットワーク組織化の支援 
 2017 年より全国を地理的アクセスで 6 ブロックに分け、日本血管看護研究会支部を設置し、
支部長、世話人が看護実践に近い場所で交流し、実践的トレーニングを行えるよう組織した。 
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